
予
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告（
概
要
）

•
議
案
第
14
号「
令
和
５
年
度
南
島
原
市
一
般
会
計
予
算
」を

　

原
案
可
決

新須川団地
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田
中
次
廣 

委
員
長

主
な
質
疑

〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　
様
々
な
補
助
金
が
あ

る
が
、
使
い
方
の
指
導
、
削

減
や
廃
止
し
た
こ
と
が
今
ま

で
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　

補
助
金
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
一
律
１
割

カ
ッ
ト
や
、
５
％
カ
ッ
ト
な

ど
過
去
に
見
直
し
を
し
た
。

そ
の
後
は
、
事
業
の
内
容
や

決
算
を
見
な
が
ら
、
予
算
の

減
額
、
廃
止
し
た
項
目
も
あ

り
、
見
直
し
は
随
時
行
っ
て

い
る
。

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　
み
ず
な
し
本
陣
の
建

物
改
修
に
何
か
交
付
金
が
あ

る
の
か
。

　
　
　

道
の
駅
は
、
民
間
事

業
者
が
旧
運
営
会
社
か
ら
土

地
建
物
を
買
い
取
ら
れ
、
２

階
建
の
建
物
を
テ
レ
ワ
ー
ク
の

施
設
に
改
修
し
、
道
の
駅
も

含
め
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
と
し
て
展
開
を
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
、
国
の
補
助
金

を
活
用
し
て
整
備
を
す
る
と

の
こ
と
。
事
業
費
は
、
総
額

１
億
３
千
万
円
ぐ
ら
い
で
、

補
助
対
象
に
な
ら
な
い
２
千

万
円
を
事
業
者
が
負
担
。
残

り
の
１
億
１
千
万
円
は
、
国

の
補
助
が
２
分
の
１
で
、
５
，

５
０
０
万
円
程
度
。
残
り
の

２
分
の
１
の
５
，
５
０
０
万
円

を
市
が
負
担
を
す
る
。
そ
の

市
の
負
担
分
の
う
ち
、
今
ま

で
だ
と
８
割
程
度
交
付
税
の

戻
し
が
あ
って
い
た
。

　
　
　
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン

の
、
付
与
ポ
イ
ン
ト
は
１
年

間
使
わ
な
い
と
、
消
滅
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
付
与
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
公
金
を

使
っ
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
使

わ
れ
な
か
っ
た
部
分
の
幾
ら

か
は
、
市
の
財
政
に
還
元
す

る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　

十
八
親
和
銀
行
と
、

協
議
し
な
が
ら
、
そ
の
方
向

で
進
め
て
い
き
た
い
。

〈
教
育
委
員
会
関
係
〉

　
　
　
原
城
跡
の
公
有
化
を

行
う
買
上
単
価
と
、
積
算
の

根
拠
は
。

　
　
　

不
動
産
鑑
定
を
行
い
、

単
価
を
決
め
て
い
る
。
１
㎡

当
た
り
、
田
が
３
，
８
０
０

円
、
畑
が
２
，
９
０
０
円
、

山
林
が
１
，
９
０
０
円
。

　
　
　
世
界
遺
産
市
民
協
働

会
議
に
年
間
５
０
０
万
円
の

補
助
金
が
あ
る
が
、
そ
の
用

途
と
、
今
回
５
周
年
記
念
事

業
に
１
千
万
円
計
上
し
て
あ

る
が
、
ど
の
様
な
内
容
か
。

　
　
　

市
民
協
働
会
議
の
５

０
０
万
円
は
、
32
団
体
あ
る

市
民
協
働
会
議
の
、
そ
れ
ぞ

れ
の
世
界
遺
産
に
つ
い
て
の

活
動
に
つ
い
て
、
支
援
を
し

て
い
る
。
記
念
事
業
へ
の
１

千
万
円
は
、
世
界
遺
産
登
録

５
周
年
を
記
念
と
し
て
、
市

民
協
働
会
議
を
中
心
と
し

て
、
市
全
体
で
イ
ベ
ン
ト
を

計
画
し
て
い
る
。

〈
環
境
水
道
部
関
係
〉

　
　
　
浄
化
槽
設
置
補
助
金

は
何
基
分
な
の
か
。
ま
た
コ

ロ
ナ
感
染
者
の
火
葬
に
対
し

て
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
が

あ
る
の
か
。

　
　
　

浄
化
槽
の
設
置
基
数

は
令
和
５
年
度
は
１
８
０
基

を
予
定
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

の
火
葬
に
対
す
る
国
の
補
助

金
等
は
な
い
。

〈
建
設
部
関
係
〉

　
　
　
須
川
団
地
は
今
年
度

完
成
す
る
と
思
う
が
、
家
賃

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
既
に
入
居
者

が
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
話

を
聞
く
が
。

　
　
　

家
賃
は
、
２
Ｄ
Ｋ
、

３
Ｄ
Ｋ
が
あ
り
、
所
得
に

よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
が
、

２
Ｄ
Ｋ
が
１
万
８
，
３
０
０

円
か
ら
２
万
７
，３
０
０
円
、

３
Ｄ
Ｋ
が
２
万
３
千
円
か
ら

３
万
４
，３
０
０
円
の
予
定
。

入
居
に
つ
い
て
は
、
旧
須
川

団
地
の
入
居
者
と
、
有
家
の

銭
谷
団
地
、
堀
之
内
団
地
の

集
約
移
転
の
方
た
ち
４
世
帯

は
決
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
南
島
原
市
自
転
車
歩

行
者
専
用
道
路
整
備
事
業

で
、
当
初
予
算
で
、
３
年
度

か
ら
ど
の
く
ら
い
４
年
度
に

繰
越
さ
れ
、
４
年
度
か
ら
５

年
度
に
ど
の
ぐ
ら
い
の
繰
越

し
の
予
定
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

令
和
２
年
度
の
繰
越

し
が
約
10
億
円
、
令
和
３
年

度
の
繰
越
し
が
約
13
億
円
、

４
年
度
の
繰
越
し
が
約
５
億

円
を
予
定
し
て
い
る
。

〈
福
祉
保
健
部
関
係
〉

　
　
　
タ
ク
シ
ー
助
成
券

で
、
今
回
の
予
算
は
昨
年
度

よ
り
下
が
っ
て
い
る
。
近
隣

で
は
70
歳
以
上
が
対
象
の
所

も
あ
る
が
、
年
齢
の
引
下
げ

の
検
討
は
さ
れ
な
い
の
か
。

　
　
　

今
は
コ
ロ
ナ
の
関
係

も
あ
り
、
利
用
が
少
し
減
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
交
通

費
助
成
の
制
度
の
具
体
的
な

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
も
他
市
の
状
況
な
ど
も
調

べ
検
討
は
し
た
が
、
令
和
５

年
度
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
と

の
結
果
に
な
っ
た
。

〈
質
疑
終
了
〉

　
「
議
案
第
14
号  

令
和
５
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
予
算
」

に
対
す
る
修
正
を
求
め
る
動

議
を
議
題
と
し
、
提
出
者
か

ら
の
説
明
の
後
、
動
議
に
対

す
る
質
疑
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
原
案
に
賛
成
す
る
討
論

と
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
討

論
を
行
い
終
結
し
た
。

　
起
立
採
決
の
結
果
、
修
正

案
は
起
立
少
数
に
よ
り
否
決
。

次
に
、
原
案
に
つ
い
て
、
起

立
に
よ
り
採
決
の
結
果
起
立

多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
す
る
こ
と
に
決
定
。
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